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楽 しみ一 それは ビール
いやな こと一 それは遠征

(あ る粘土版 よ り)

酒 井 巨立目

は じめに

わが奈良 大学 文化 財学科 に も、 メ ソポ タ ミアの懊形 文字(Rev.A.H.Sayce1907『The

ArchaeologyoftheCuneiformInscriptionsAresPubulishersInc.,C.B.F.Walker1987

『Cuneiform‐ReadingthePast』BritishMuseum、 杉 勇1968年 『懊形文字入門』 中央公 論

社、 その他)に 関心 を もっ学生諸君 を散見(2～3人)す る。 当学科 にとって は望 外だが、

結構 な ことであ る。本稿 の目的は、 その独習 の指針 とな る文献 や作 業を提 示 し、 諸君 の初歩

的な学習 を促進 させ ることにある。

ス トリン ドベ リの提言

特異なる諸君に対 し、事前に、次の言葉を謹呈する義務が私にはある。理由は、粘土版文

書に直面 した途端、各自で実感するだろう。ちなみに、懊形文字 は 「悪魔の記号」 との噂が

ある。

「若者 たちよ、 ア ッシ リア語 を勉強 しよ うなど とは、決 して思 って はい けない。 アッ

シ リア語 は言語 ではない。 たちの悪 い冗談 だ。A.ス トリン ドベ リ」

(ジ ャン ・ボ ッテ ロ/ジ ョセ ブ ・ステー ヴ1994年 『メ ソポ タ ミア文 明』 高野 優訳

創元社)。

わが文化財学科では、 この悪魔の記号を除 く、あらゆる学習 しやすい課題を諸君に推薦す

るのが通例である。だが、ス トリンドベ リなどの適切な提言を無視 し、懊形文字に敢えて挑

戦する若人がいるならば、その勇気は讃えられるべきである。夢多 き諸君に、女神イナンナ

の思 し召 しを!
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女神 イナ ンナを調べ るには

粘十版文書 などには様 々な神 が登場す る。悪魔 の記号 の学習 には神 々の救済 が不可欠 であ

り、 かって メソポ タ ミアを統治 した諸王 に も神 々の加護 が必要 であ った。女神 イナ ンナは、

シュメールの 「金星神 ・愛 と戦 闘の神」(前 田徹)で ある。 ところで、 当時 の神様 を調 べ る

方法 には、 しか るべ き解説書 な どを参照 す る方法(簡 便主義)と 、 しか るべ き粘土版文書 な

どを読む方 法(挑 戦主義)が あ る。

例 えば、MarthaAnnandDorothyMeyersImel『GoddessesintheWorld』(1993

0xfordUniversityPress)に は、女神 イナ ンナを含 め、世 界の神 々が紹 介 され て いる。 同

書 を読めば簡単 に女神 イナ ンナの概要 はわか る。 対 して、懊形 文字資料 を苦労 して読めば、

女神 イナ ンナ は、当初、「PrincelyInana」 ・「MorningInana」 ・「EveningInana」 ・「lnana

(from)Kur」 な ど と呼 ばれていた事 実 が判 明す る(KrystynaSzarzynska「Offeringfor

theGoddessInanainArchaicUruk」 『Revued'Assyriologie1』1993)。 両 主義 のいず れを

選択す るの も自由だが、苦労 の字 は若 き学徒の ためにあるとい うのが学問上 の常識で ある。

粘土版に刻まれた神話や文学作品

粘土版 に刻 まれたオ リエ ン トの神話や文学 などを、懊形文字 の学習 を実践 す る前 に読 みた

い諸君 には、杉勇代表訳 『筑摩世界文学大系1』(1978年 筑 摩書房)を 推 薦 して お こ う。

同書 によ って、 シュメール ・ア ッカ ド・ウガ リッ ト・ヒッタイ ト・古代 ペル シャ語 などの主

た る神話 や文学 を、実際 の粘土版文書 と一句 た りとも異 なる ことな く、諸君 のな じみ深 い 日

本語 によ って読 む ことがで きる。、 もちろん、女神 イナ ンナの素性 も知 ることが可能で ある。

冒頭で紹介 した 「楽 しみ一それは ビール。 いやな こと一それは遠征」 を記 した シュメール

の粘土版 の存在 も、 同書 が紹介 してい る。粘土版文書 には度 々 ビール も登場。 なれば、懊形

文字学 習の前途 も何 とな く魅 力的ではあ る。

懊形文字を使う言語

いわ ゆる懊形文字を使 う言語 は、 シュメール語 ・アッカ ド語(古 期 ア ッカ ド語 ・バ ビロニ

ア語 ・ア ッシ リア語)・ エ ブラ語 ・ヒッタイ ト語 ・パ ラー語 ・ルウ ィ語 ・フル リ語 ・ハ テ ィ

語 ・ウラル トゥ語 ・エラム語(太 古 エラム語 ・エラム語)・ 古代 ペル シャ語 ・ウガ リ ト語 な

どで ある。

学習 を開始す る時点で、各 自は希望 に応 じて、一つか少数の言語を選択す る必要が ある。

仮 に、将来 には全言語の習得を夢見 るような楽観者であ って も、当初 は一っか少数 に限定す

るべ きで あろう。本稿で は、 それ らの言語の うち、諸君の関心が最 も高いシュメール語 とアッ
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カ ド語を主に題材として解説 してい く。

各言語の概要

学習対象の選択に際して、各言語の概要を知る必要がある。ついては、亀井孝 ・河野六郎 ・

千野栄一監修による 『言語学辞典1～6巻 」(1988～96三 省堂)を 参照すればよい。 だが

高価な本なので各自で買 うのは無理。なれば、図書館に行 くべ しである。

幸いにも、わが奈良大学図書館 も保持 しており、諸君の閲覧を心待ちにしている。やや高

めの学費は、有益なことにも使われている。同書は、地球上の各地 ・各時代のあらゆる言語

を、アイウエオ順に網羅 し、言語系統 ・分布 ・解読史 ・基礎資料 ・変遷 ・文字 ・音韻 ・文法 ・

語彙 ・辞書 ・研究者 ・主要論文などを適切に解説 している。以下、各言語の周辺を簡単に紹

介 しておく。

シ ュ メー ル語

シュメール語 は、 メ ソポ タ ミア南部 に世界最古 の文 明 と懊形文字を創出 したシュメール人

の言語 で、 その系統 は不 明である。前3000年 頃 か ら紀 元直前 までの刻文資料が ある。前1900

年 頃 にはア ッカ ド語 に主要言語 の座 を譲 った とい う。

諸君 は、『HistoryBiginsofSumer(歴 史 は シュメ ール に始 ま る)」(1956Thamesand

Hudson)と い うクレーマーの有名 な言葉 を ご存知 だろ うか。 シュメール語 の解 読 に生涯 を

捧 げたS.N.ク レーマーの自叙伝 『シュメールの世界 に生 きて』(久 我行 子訳1989年 岩

波書店)は 、 いかなる襖形文字言語 を選択 して も、最初 の必 読の書であ る。同書か ら、一人

の若人 がどのよ うに して シュメール語 の世界 的権威 にな ったのか、その学究の生 き様を大 い

に学 び取 るべ きである。1960年 に来 日した クレーマー氏 の様子 は、加藤一郎 「ク レーマー教

授 の印象」『西南 アジア研究8』(1961年)に 詳 しい。

ところで、 日本 の シュメール語研究 は世界水準 にあ るとい う。 その象徴が、本格的な論文

集 『ActaSumerologica』(財 団 法人 中近東文化 セ ンター)の 毎年 の刊 行(丸 善 で も取 り

扱 っている)で ある。 同書 を手 に した時、学習意欲 が促進 させ られ るか、 はたまた直 ちに挫

折感 を味わ うか。 それは、諸君 の意気込 みの程度 で左右 され る。

ア ッカ ド語

ア ッカ ド語 は、 メ ソポ タ ミアー帯 で シュメール人 と共存 した ア ッカ ド人の言語で、東 セム

語系統 に属 する。体系的 には、後 の シナイ系 のアル ファベ ッ ト文字を使 うフェニキア語 ・ア

ラム語 ・ヘ ブライ語 などへ と系譜 する。 ア ッカ ド語 の表記 に は、 シュメール語 の懊形文字が

そのまま借用 された。従 って、 ア ッカ ド語 は シュメール語 と言語系統 は異な るが、両方の学
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習 を平行 して進めるのが当然 とされる(あ くまでの話)。 上記 の論文集 『ActaSumerologica」

で も、両語 を共 に対象 と している。

アッカ ド語 は、 サル ゴン王 の時代(前2334～2279年)頃 か ら盛衰 しなが ら、前1900年 頃 に

は国際語 として機能 し始 あた。時代 的には、古 ア ッカ ド語(前2500～1900年 頃)と 後 のバ ビ

ロニア語(前1950～600年 頃)と ア ッシ リア語(前1950～600年 頃)の 両方言 に区分 され る。

シュメール語 とアッカ ド語 の社会背景 な どは、例 えば、 ク リトフ ァー ・ウォーカー 『懊 形

文字』(大 城光正訳1995年 学 芸書林)、 ジャ ン・ボ ッテロ 『バ ビロニア』(松 本健 監修

1996年 創 元社)、 ジャン ・ボ ッテ ロ/マ リ=ジ ョゼ フ ・ステー ヴ 『メ ソポ タ ミア文 明』(矢

島文夫監修1994年 創 元社)、 あるいは前 田徹 『都市国家 の誕生』(1996年 山 川出版社)

な どが、 ビジュァルかっ コ ンパ ク トに解説 して いる。 なを、飯島紀氏が、 シュメール語 に関

して5冊 の 日本語文献(各 冊9000～10000円)を 出されてい るが、本書で はあ ま り触れ な い

でお く。

エ ブラ語

シ リア北部 の古代都市 エブ ラ(テ ル ・マルデ ック)で 、1975年 に イ タ リア隊が驚 くべ き宮

殿文書庫 を発見 した。 エブ ラ語 は、 そ この大量 の粘土版文書(前2500～2400頃)に 記 された

セ ム語系統 の言語 である。『旧約聖書』 の古代ヘ ブライとの関係 を認 めて、 北 西 セ ム語 系統

中のカナ ン語(古 代 ヘ ブライ語)に 近 い とみる見解 もあ る。

その発見 と解読 にっいては、 マイケル ・ウァイ ッマ ンとハ イム ・バーマ ン ト 『エブラの発

掘』(矢 島文夫監訳1983年 山 本書店)を 参照すれば よい。1964年 に 開始 され大発 見 に至

る感動 的な発掘物語 も記 されてい る。 同時に、調査 団長パオロ ・マ ッテ ィエと碑文研究者 ジョ

ヴァ ンニ ・ペ ッテ ィナー トとの葛 藤の物語 で もあ る。 別 に、 その文 書 の概 要 を紹 介 した、

AfifBahnassied.『EblaArchieves』(1993Tlass)も 参 照 された し。 あ ま り関 係 な い話 だ

が、 エブラ遺跡 はシ リア北部 の都市 ア レッポの近 くに所在す るが、 ア レッポ博物館のす ぐ横

には、 アラ ビアの ロレンスで有 名なバ ロンホテルがあ るよ。

ヒ ッタ イ ト語

小 アジアの ヒッタイ ト王国で使用 され た印欧 アナ トリア語系統 の言語で ある。独 自の絵文

字 とア ッカ ド語の懊形文字の両者を使用 した。関 して は、その首都 ・ハ ットゥシャ(ボ ガズ ・

キ ョイ)出 土 の粘土版文書(前1500年 前 後)が 有名で ある。前1200年 頃 まで使用 された らし

いo

っ いては、「ハ ッテ ィ国 の懊 と絵一懊形文字 ヒッタイ ト語 の解読、 ヒ ッタイ ト聖 刻文 字 の

解読」『失 われた文字 の解読II』(矢 島文夫 ・佐藤牧夫訳1963年 山 本書 店)・ 高 津春 繁 ・
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関根正雄 「ヒッタイ ト文書の解読」 『古代文字 の解読」(1964年 岩 波書店)・C・W・ ッェー

ラム 『狭 い谷、黒 い山」 辻理 訳1959年 み すず書房)の 参照が望 まれ る。印欧 アナ トリア

語(ヒ ッタイ ト語 ・パ ラー語 ・ル ウィ語)に 関 して は、大城光正 ・吉田和彦 『印欧 アナ トリ

ア諸語概 説」(1990年 大 学書林)を 参照 された し。最近 の新聞広告 を見 ている と、 なぜか、

やた らに トル コ旅行 の宣伝 が 目に付 く。

パ ラー語 ・ル ウ ィ語 ・ハ ッテ ィ語

パ ラー語 は、上記 のボガズ ・キ ョイ出土の資料(前1500年 前 後)に 記 された印欧アナ トリ

ア系統 の言語 である。 ルウ ィ語 は、同 じくボガズ ・キ ョイ出土 の ヒッタイ ト語 文書 中(前

1500年 前 後)に 引用 され ていた印欧 アナ トリア語系統 の言語 である。 そ して、ハ ッティ語は、

小 ア ジアの ヒッタイ ト王国 の先住者 ・ハ ッテ ィ人 の言語 で、 ボガズ ・キ ョイ出土 の ヒッタイ

ト語文書中 に見 られ る。 ヒッタイ ト王国が繁栄 した前14世 紀 頃 には既 に死語 だ った とい う。

小 アジアの古代文明 に興味の ある諸君 は、 ヒッタイ ト語 に加 え、可能 な ら、 これ ら諸言語

も対象 にす る必要 もあろう。パ ラー語 とルウ ィ語 に関 して は、大城光正 ・吉 田和彦 『印欧 ア

ナ トリア諸語概説』(1990年 大 学書林)を 参照 の こと。

フ ル リ語 ・ウ ラル トゥ語

北 シ リアのユ ーフラティス河上 流で ミタ ンニ王国を起 こ したフル リ人 の言語で、 エジプ ト

の エル ・アマルナで発見 された外交文書(前1400年 頃)な どが有名。 ウラル トゥ語 との関係

が深いが、言語系統 は不明 とされ る。 また、 ウラル トゥ語 は、チ グ リス河上流の ヴ ァン湖付

近で王国(前700年 前 後)を 建て たウ ラル トゥ人 の言語 である。初心者用 の手 引書 は不 明で、

(財)中 近東文化 セ ンターなどで検索 を願 いたい。

エラム語

イ ラン西南部 の王国 を建 てたエ ラム人 の言語 で、 その系統 は不明。 大 き くは、原 エラム語

(前3000年 前 後)と 中期 エラム語(前1300年 前 後)に 区分で きる。初源 は ピク トグ ラムによ

る原 エ ラム語 で、 シュメール語 の ピク トグラムに遅 れて出現 した らしい。 初心 者の手がか り

となる手近 な文献 は知 らない。(財)中 近 東文化 セ ンターな どで各 自で検索 していだきたい。

エ ラム語 の研究者 は少 ないが、例 えば川瀬豊子氏 がお られる。

古代 ペル シャ語

イ ランのアケメネス朝 ペルシ ャの宮廷言語 で、 イ ン ド・イ ラン系統 に属 す る。 同王朝 の国

王 ・ダ リウス1世(在 位前522～486年)の 命令 で文字が創作 された とい う。G.H.グ ローテ
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フェン トやH.ロ ー リンソ ンな どの努力 により、 イラ ン南西部 にあるベ ヒス トゥンの ダ リウ

ス王の三 ケ国語(エ ラム語 ・バ ビロニア語 ・古代 ペル シャ語)碑 文 中、 先ず古代ペル シャ語

の懊形文字の解読 が実現 した話 は周 知であ る。

興味あふれ る解読 史は、E.ド ー ブルホーフ ァー 「アフ ラマズ ダが余 を援 助 せ り一 古代 ペ

ルシャ文字の解読」『失 われた文字 の解読1』(矢 島文夫 ・佐藤牧夫訳1963年 山 本書店)

や 、高津春繁 ・関根正雄 「懊形文字の解読」『古代文字 の解読』(前 出)を 参照 され た し。

ウガ リト語

シリア北部 の地中海沿岸 に位置す る古代都市 ・ウガ リ ト(ラ ス ・シャム ラ)か ら出土 した

粘土版(前1300年 前 後)に 記 された言語で ある。懊形文字 を使 いっっ も、 フェニキ ュア語 や

古代 ヘブ ライ語 と似 て、30(32)字 の アルフ ァベ ッ ト体系をとる。実際に懊形文字のアルファ

ベ ッ トー覧表が 出土 した ことで も有名 である。

っいては、 ドブルホー ファー 「白い港 のq香 岬 と紙 の町 グブラー ウガ リッ ト語 とグブラ語

の解読」 『失われ た文字の解読II』(前 出)、 高津春繁 ・関根正雄 「ウガ リッ ト文 書 の解読 」

『古代文字 の解読』(前 出)、R.シ ル ヴァバー グ 「ウガ リッ トー懊形文 字」 『埋 もれ た古 代文

明』(三 浦一・郎 ・清水昭次訳1974年 法 政大学 出版会)を 参照 された し。

諸君 も、 この言語 を選択 して、 かつて世 界征服 を夢 見たであ ろうウガ リット人が した よう

に、 白い港の薗香岬に立 って、あの大地 中海 の光輝 く銀鱗…を望 もうで はないか。

各語の懊形文字一覧

学習対象 の言語決定前 に、各言語の懊形文字一覧(サ イ ンリス ト)を 見 たい諸君 もいるだ

ろ う。 しか しなが ら、各言語すべて のサ イ ンリス トを一冊 に集合 させ たよ うな便利 な本 はな

い。各 自で候補 とす る言語 のサイ ンリス トを発見 して ほ しい。上記 の 『言語学辞典1～6巻 』

には各語 の解説 はあるが、全言語 のサイ ンリス トは掲載 されて はいない。

そ こで、世界 の文字研究会編 『世界 の文字 の図典』(1993年)な どを参照 して、 手が か り

を掴 んでいただ こう。 ちなみに、 シュメール語 とア ッカ ド語 の正式 なサイ ンリス トの一つは、

ReneRabat『Manueld'EpigraphieAkkadienne』(1988Geuthner)で あ る。 ヒッタイ ト語

の主 な文字 は 『印欧 アナ トリア諸語概説』 に、字数 の少 ない古代 ペル シャ語 とウガ リト語 の

文字一 覧 は 『世界 の文字 の図典』 に もみ られ る。

襖形文字一般に関する参考書

懊形文字 と言語一般 に関 し、 次の文献 な どか らも各種情報 を入手す ることが望 まれ る。

PeterT.DanielsandWilliamBrighyeds.1996『TheWorld'WritingSystems』
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Oxford

FlorianCoulmas1996EncyclopediaofWritingSystemsBlackwell

HansJensen1970Sign,SymbolandScriptsGeorgeAllen&Unwin

AndrewRobinson1995TheStoryofWritingsThamesandHudson

DavidDiringer1982TheBookbeforePrintingsDover

BeatriceAndreLeicknamandChristianeZiegler1998『Naissancedel'ecriture」

ReuniondesMuseesNationaux

カ ー ロ イ ・ フ ェ ル デ シ=パ ッ プ 『文 字 の 起 源 』 矢 島 文 夫 ・佐 藤 牧 夫 訳1988年 岩 波 書 店

矢 島 文 夫 監 修1995年 『文 字 と 人 間 』 平 凡 社

メ ソ ポ タ ミ ア 文 明 に 関 す る 基 本 図 書

様 々 な 言 語 学 的 な 情 報 に 加 え て 、 そ の 文 化 ・社 会 ・政 治 ・宗 教 ・神 話 ・人 名 ・地 名 ・神 名 ・

遺 跡 ・都 市 国 家 な ど 、 様 々 な 文 化 的 情 報 の 収 集 も不 可 欠 と な る 。 そ う し た 場 合 、 例 え ば 、

JackM.Sassonchiefed.『CivilizationsoftheAncientNearEast」(1995Charles

Scribner'sSons全4巻)やAmelieKuhrt『TheAncientNearEastc.3000-330BCI・

II』1997Routledge)が 基 本 文 献 と な る。 前 者 の 言 語 美 術 編 た る 第IV巻 か ら、 主 な 論 文 と 著

者 を 紹 介 して お く。

aRecordKeepingBeforeWritings(pp.2097‐2106)DeniseSchmandt-Besserat

bfTheSumerianLanguage)(pp.2107‐2116)D.O.Edzard

c「SemiticLanguages」(pp.2117-2134)JohnHuehnergard

d「lndo-EuropeanLanguagesofAnatolia」(pp.2151-2159)H.CraigMelchert

eLess-UnderstoodLanguagesofAncientWesternAsian(pp.2161‐2179)GeneB.

Gragg

fArchivesandLibrariesintheAncientNearEast(pp.2197‐2209)J.A.Blackand

W.J.Tait

9「TheScribesandScholarsofAncientMesopotamia」(pp.2265-2278)Laurie

E.Pearce

hSumerianLiterature:AnOverviews(pp.2279‐2291)PiotrMichalowski

i「AkkadianLiterature:AnOverview」(pp.2293-2303)JeanBottero

j「AncientMesopotamianLexicography」(pp.2305-2314)MiguelCivil

kTheDeedsofAncientMesopotamianKings(pp.2353‐2366)MarioLiverani

lHittiteandHurrianLiteratures:AnOverviews(pp.2367-2377)AlfonsoArchi
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aは 、 前8000～3500年 の 「token(ト ー クン)粘 土製の数量表示品」 をと りあげ、 そ れが

シュメール語の ピク トグラフと懊 形文字 の出現 に果 した重要性 を概説 した もの。bは 、懊形

文字 を創出 した シュメール語を概説 した もの。cは 、 シュメール語 の懊形文字 を借用 したセ

ム語系統の ア ッカ ド語を、 シナイ系 アルフ ァベ ッ ト文字 を用 いるフェニキュア語 ・アラム語 ・

ヘブライ語 など、 セム諸語 と共 に概説 した もの。dは 、 アナ トリア(小 ア ジア)に おけるイ

ン ド・ヨーロ ッパ語族でかっ懊形文字 を用 いた ヒッタイ ト語 ・パ ラー語 ・ルー ウイ語 を概説

した もの。eは 、 フーゼスタ ン(イ ラ ン)の エラム語、 チグ リス.L流 の フル リ語、 ユー フラ

テェス河上流 のウラル トゥ語、小 アジアのハ ッテ ィ語等 の概要 を記 した ものであ る。

fは 、「懊 形文書(粘 土版)」 とそれが保管 されていた 「書庫(文 書館 ・図書 館)」 を と り

あげ、懊形文字世界(メ ソポ タ ミア)と ヒエログ リフ世界(エ ジプ ト)と の実状 を概説 した

もの。9は 、懊形文字 を実際 に刻 み込 んだ 「書記」 を とりあげ、 その実状 を概説 した もの。

h・i・1は 、 それぞれ シュメール語 ・ア ッカ ド語 ・ヒッタイ ト語 に よる文書内容を 「文芸」

とい う観点 で概説 した ものである。

jは 、 当時の書記達 が他 の言語 を学習 す るための各種 「辞書 類」 にまっわ る実状を概説 し

た もの。 実際に、異言語 間の橋渡 しをす る 「文字集(サ イ ン リス ト)」・「字音表(シ ラバ リー

リス ト)」・「同意語集(シ ノニム リス ト)」・「語彙集(ヴ ォキ ャ ビュラ リー リス ト)」 ・「単 語

集(ワ ー ドリス ト)」 等 の存在 によ って、各語 の解読が可能 とな った経過 があ る。 っいては、

杉勇1991年 「懊形文字 の 「字 音表」 と 「語彙」 『古代 オ リエ ン ト学論集 中洋 の歴史 と文化』

(筑 摩書房)な ど も参照 された し。 そ してkは 、 メ ソポ タ ミアにおけ る 「王」 に焦点 をあて

概説 した ものであ る。 懊形文字を学習す る場合、そ こに度々登場す る様 々な王 の実状 も理解

してお く必要があ る。

初歩学習の道具類

学習対象の言語が決定すれば、いよいよ当該言語の懊形文字(Cuneiform)の 習字を開始

することになる。襖形文字の第一字目を覚えて、学習の第一歩を踏み出すのである。そこで、

シュメール語やアッカ ド語を例にしなが ら、文字の筆記練習(作 業1)・ 簡単 な文書の筆写

練習(作 業2)・ 文字帳の作成(作 業3)・ 単語帳の作成(作 業4)な どを簡単に解説をして

おく。当初は、本格的な文法書や論文や辞書は不要である。

その代わりに、ペンや鉛筆 ・ノー トとカー ド・油粘十 ・割 り箸 と、サインリストと簡単な

テキストを用意 していただきたい。わが文化財学科は、小難 しい勉強を極力避 けて、「楽 し

い考古学」を目指 しているのが特徴である。
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筆記練習 ・筆写練習

筆記練習(作 業1)と 筆写練習(作 業2)は 、眼前のサインリス トや簡単なテキス トをみ

なが ら、文字個々の習字と文書の筆写を試みるものである。当初は、単語や文章の意味は不

明で も、とにか く文字の筆写練習を重ねよう。順序は、先ず作業1(文 字個々の習字)に 集

中 し、次第に作業2(文 書の筆写)に 重点を移 していく。

両作業とも、鉛筆やペ ンを使 ってノー トやカー ドなどに文字やテキス トを筆記 ・筆写する

練習(A練 習)と 、自作の粘土版に自作クサ ビを使って実際に文字やテキス トを刻書する練

習(B練 習)が ある。実際には、両者を平行 して進める必要がある。わが文化財学科では、

イベ ント的な雰囲気の強いB練 習も大いに重視 している。

白字と黒字

懊形文字 を筆写す る場合 には、「白字hollowsigns」 と 「黒字solidsigns」 の区別 がある。

原則的に は、懊 の輪郭 をなぞ って書 く白字(白 抜 き文字)は 、粘土版 に刻まれた文字の場合、

対す る懊 を塗 りっぶ して書 く黒字 は、石碑 な どに刻 まれた文字の場 合であ る。 従 って、論文

な どに掲載 されてい る筆写 テキス トが、本来、粘土版 に刻 された文書か、石碑な どに刻 され

た文書 かを、一見 して識別 で きるよ うにな ってい る。例 えば、 有名なべ ヒス トゥンの岩壁 に

刻 まれた古代 ペル シャ語 による ダウ リス王 の碑文 は、原則 的に は、 黒字 で筆写 す ることにな

る。

テキ ス トの種類

筆記 ・筆写練習には、サインリス トやテキス トが必要 となる。テキストの種類には、粘土

版文書などの実物(A種)・ 実物の複製品(B種)・ 実物の写真(C種)・ 粘土版文書などを

専門家が筆写 した文献(D種)あ る。各自の学習環境によっては、粘土版資料が皆無の場合

もある。わが奈良大学はその実例である。初心者は当面、概説書に印刷 されたサインリス ト

やテキス トで十分といえる。

初心者は、サインリス トやテキス トを眼前にして、それを丁寧に筆記 ・筆写する作業から

始ある。粘土版などの写真テキス トは、懊形文字個々の細部が不鮮明な場合が多 く、正確な

文字判別には熟練を要する。習字が大いに進行すれば、鮮明な写真テキス トを選んで筆記 ・

筆写練習となる。そして、いずれ条件が許せば、あこがれの粘土版など実物資料を眼前にし

ながら筆写練習に挑戦すればよい。
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国内の粘土版文書

国内で は、京都大学 ・広島大学 ・東京大学 ・国立民族学博物館 ・大 阪市 立美 術館 ・(財)

中 近東文化セ ンター ・(財)オ リエ ン ト博物館 ・岡山市立 オ リエ ン ト美術 館 ・天理 大学 ・そ

の他 に、実物資料が保管が されてい る(吉 川守 「日本の懊形文字資料 について(1)」)。 以

下 に、 その紹介文を い くっか掲げてお く。 それ以外 にも多数の実物資料が国内 に保管 されて

いるが、各 自、対象言語 に応 じて捜査を していただ く。 ちなみ に、広 島大学 には500個 以 上

の粘土版文書が保管 ・公開 されて いる。

吉川守 「大阪市立美術館陳列の シュメール語銘辞 に就 いて」『古代文化3-1」(1959年)、

吉川守 ・松 島英子 「東京大学東洋文化研究所所蔵 のBilingualLexicalTablet」 『オ リエ ン ト

23-2』(1981年)、MamoruYoshikawa「AFaraTabletinaJapaneseCollection」 、

TohruGomi「TenCuneiformTextsfromsomeJapaneseCollections」[註 欠 落 して い

る年号 や文献名 は、私 がメモ し忘 れた故]。

筆記練習の教本

筆記練 習に有効 な教本 を推薦 す る。例えば、DanielC.Snell『AWorkbookofCuneiform

Signs』(1979Undena)で あ る。初心者 には最適の教本で ある。私が知 る限 り、 日本語 によ

る懊形文字の練 習教本 はない。 同書 は、 ア ッカ ド語 中の新 ア ッシ リア語 で使 用頻度 が高い約

110の 襖 形文字 を練習 し、体得す ることを目的 に作成 された自習用 の習字帳 である。

面 白いことに、著者 は、 日本語 の 「かな文字」 の習字 帳か ら ヒントを得て懊形文字の習字

帳 の作成す ることを思 いっ いた。 全体を8っ のセ クシ ョンに分 け、各セ クシ ョン毎で15の 文

字 を徹底的 に練習 し、完全 に覚え込んだ後 に、 次のセ クシ ョンに進む ように構成 されている。

他言語 の場合 も、独 自で工夫 して習字を実施すべ きで ある。

襖個々の筆順

「懊形文字」の名称が示すように、各文字を構成する基本要素は、三角形の頭部と直線の

体部からなる懊形の彫 り込み(wedge懊)で ある。 その多様 な組み合わせで各文字がな り

たっ。 シュメール文字や古式のアッカ ド文字は、絵文字的な様相が強いので、懊数(画 数)

も多 く、複雑な形状をしている。時代が新 しくなると、次第に懊数 も少なく、水平の懊 ・斜

めの懊 ・垂直の懊を基本 とする整然とした字形となる。上記のスネールによれば、各懊の輪

郭を、筆記具でノー トなどに書写する場合の筆順は、頭の二辺か ら書 き始めて、次いで頭の

残 り一辺 と直線の体部へ と進むと説明されている。
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粘土版と筆記道具

懊形文字を創出 したシュメール人たちは、以前か ら絵文字を粘土版に書き込んでいた。前

2900年 頃になると、葦の茎の先端を三角 ・尖 ・線(細 い三角)・丸の形に削 って、各種の筆

記道具(stylUS「 刻みペ ン」と仮称)を 作り、三角ペ ンは懊の頭部、尖ペンや線ペ ンは懊の

直線部や線、そ して丸ペンは数字を、それぞれ打ち込む時に主に使用 したらしい。刻みペン

の実物は出土 していないようだが、練習用には、油粘土で粘土版を、また割り箸を適切に削っ

て各種の刻みペ ンを製作 し、それぞれ代用すればよい。ただ し、油粘土の取り扱いには苦慮

(永 らく放 っておくと油が滲みでて くる)す るが、割 り箸は学内でも自由に調達できる(新

品は無用である)。

文字帳の作成

習字の進行 に応 じて、各 自の ノー ト・カー ドを用 いて文字帳を作成 して い く必要があ る。

ところで、 各語 によ って文字数 は多様 であ る。最 も多いのが、 シュメール語の約2000。 最 少

はウガ リッ ト語 の30(32)で あ る。下記 の文献 では、 シュメール語 は約2000、 古 アッカ ド語

は約800、 バ ビロニアーア ッシ リア語 は約700、 エ ラム語 は約113、 古 ペル シ ャ語 は41、 そ し

て ウガ リッ ト語 は30(32)と 紹 介 して い る(FlorianCoulmas『EncyclopediaofWriting

Systems1996Blackwall)o

従 って、 シュメール語 を選択 すれば大 いに手 間がかか り、 ウガ リッ ト語 を選択 すれば一 瞬

とい う実状 とな る。各 自が何語 を選択 す るかで苦楽 の差 が生 じる。 すべて神の思 し召 しの差

であ る。更 に、 シュメール語 やア ッカ ド語 の字形 は、 時代 によ って大 きく変化す る。

シュメール語 とア ッカ ド語 の文字辞典

ウガ リッ ト語 や古代 ペル シャ語 に比 べ、 シュメール語 やア ッカ ド語 は字数 が極 あて多い。

上記 のスネールによる練習帳 は、 冒頭 で、Rene.Labat『Manueld'EpigraphieAkkadienne』

(1995Geuthner)を 利 用せ よとの指示があ る。 同書 は 「シ ュメー ル ・ア ッカ ド文字 辞典 」

とも称 すべ き346頁 の 大著で、各文字の時代的な変異形を華麗 な 「手書 き文 字」 で表記 して

い る。懊形文字 の研究者 はか くあるべ し、 との模範演技 が開陳 されてい る。

文書 を正確 に書写す る作業 は、土器研究者 が土器 を実測 す るの と同様、解読専 門家 の最大

の責務 となる。 日頃か ら筆写能力 を養 う訓練 が不可欠 であ る。 なを、 サイ ンリス トの順番は、

水平方 向の懊数 の少 ない ものか ら多 い ものへ、次 に斜 あ方 向の懊数 の少 ない ものか ら多い も

のへ、 そ して縦方 向の懊数 の少 ない ものか ら多 い ものへ と、 それぞれ文字が配列 されている。
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部首分類

約2000の シ ュメール文字 を、飯 島紀(『 シュメール人の言語 ・文化 ・生活』1996年 他 泰流

社)は 、漢字の 「部首」 とい う概 念で大 きく分類 し、検索 を合理 的に行 う方法を提示 してい

る。字形か ら、「四角型 ・段差型 ・葦型 ・筏型 ・女陰型 ・長靴型 ・テ ン ト型 ・菱 型 ・壷型 ・

袋型 ・動物型 ・二本足型 ・魚鳥型 ・簡易型」 に分類 ・命名 して いる。 初心者 にとって、 この

分類法 は極 めて便利であ る。 もちろん、 ア ッカ ド語 に使用 され る文字 に対 して も適応可能で

ある。

複写 ・翻字 ・転写 とは

文書 を ノー トなどに表記す る場合、 い くっ か の方 法 が あ る(ThomasA.Caldwell,S.J.

他 『AkkadianGrammar』1974MarquettUniversityPress)。 す なわ ち、手書 き複 写(ハ

ンドコピー)・ 翻字(transliteration)・ 転 写(transcription)あ るい は規 格化(normaliza

tion)・ 単 語訳(wordtranslation)と 文 章訳(literaltranslation)で あ る。

ハ ン ドコ ピーは、文書 を懊形文字 のまま手書 きす ること。別 に、 コ ンピューターで懊形文

字 を読み とり、懊形文字 で表記 す る実例 は、HansJ.Nissen・PeterDamerow・RobertK.

Englund『ArchaicBookkeeping』(1993Chicago)に 紹 介 されている。懊形文字をワープロ ・

パ ソコ ンで打 ち出す方法 は、かな り以前の ことにな るが、小林義尚が 「ワープロによるシュ

メロ ・ア ッカ ド懊形文字作成お よびその運用の成果 と問題点」『オ リエ ン ト30-1』1987

年)で 紹介 している。

翻字 とは、懊形文字個 々に対応す るアルフ ァベ ッ ト(abc・ ・)に 変換 し表記すること。

一 っの単語 を構成す る文字群 はハ イフ ンで結ぶ(wa-ar-du-um)。 で な ければ空

間をあけ る。転写 ・規格化 とは、一つ の単語 を構成す る翻字群 を、発音 に沿 って一 つの単語

として表記(重 複 する文字 を整理 して一字 とす るwardum)す る こと。 これ(wa-

ar-du-um→wardum)を 翻 字群 の単語化 である。単語訳 は各単語 の訳(war

dum≒ 「召使 い」)、文章訳 は単語群全体 を文章 とした ものであ る。

シュメール語の練 習帳

練 習 帳 と し て 、John.L.Hayes『AManualofSumerianGrammarandTexts』(1990

Undena)が あ る 。 同 書 は 、 一 週3回 の 授 業 で23回 分(1セ メ ス タ ー)で 終 了 す る 。 有 名 な

ウ ル ナ ン ム(Ur-Namma)に 関 す る、 ウ ル 第 皿 王 朝 時 代(前2100～2004年)の 簡 単 な テ キ

ス ト等 を 使 い な が ら、 文 字 リ ス ト ・単 語 リ ス ト ・複 写 文 ・翻 字(transliteration)・ 転 写

(transcription)・ 翻 訳(translation)を 提 示 し、 そ れ ぞ れ 詳 細 な 解 説 が あ る 。

34



初心者 は、先ず 「テキス ト1」 を習字 しなが らノー トに書 き写 し、解説 を読み とりなが ら、

自 らの文字 カー ドや単語帳 に書 き込み、改 めて次 の 「テキス ト2」 ・「テキス ト3」 と進 んで

い く。同書 には、 シュメール語 自体の言語学的 な概要 や歴史 的な変遷等 も詳細 に紹介 されて

い る。 な を、 シ ュメール語 全体 は、 ここで は、 「ArchaicTexts(3100BC)」 ・「Archaic

Sumerian(3100-2600BC)」 ・「ClassicalSumerian(2600-2300BC)」 ・「Neo-Sumerian

(2300-2000BC)」 ・「Post-Sumerian(2000BC-100AD)」 に区分 されている。

シュメール語の文法書

本格 的 な文 法 書 と して、Marie-LouiseThomsen『TheSumerianLanguage」(1984

AcademicPress)が あ る。 「歴史 と文法構造入門」 の副題 を付 けて、 コペ ンハー ゲ ンで刊 行

された もの。 内容 は極 めて専 門的であ る。 複雑な動詞組織 に関 して は、 日本語で解説 されて

も、初心者 には著 しく難 しい。 また、 テキ ス トは懊形文字で な く、翻字化 されて いる。実際

の シュメール文字を検索す るは、上記のReneLabat「Manueld'EpigraphieAkkadienne」

を携帯 の こと。

なを、 シュメール語 の文字 を ローマ字 のアル ファベ ッ トで翻字化す る場合、直立字体(読

み方 が決定 していない場合 は ローマ ン大文字 ・読み方が決定 して いる場合 は小文字体)を 、

ア ッカ ド語 の文字 の翻字化 はイ タ リック小文字体(斜 め字体)を 用 いる習慣があ る。

シュメール語 とア ッカ ド語 の関係

本来 は、 シュメール語(言 語系統不 明)の 解読 はア ッカ ド語(セ ム語系統)の 解読を踏 ま

えて可能 とい う(吉 川守 「バ ビロニア人 の シュメール語研究について 一その1・ その2-」

1961・1962年)。 初心者 に は雲 の上 の雲 の上の よ うな話 である。 ア ッカ ド語 を使 うバ ビロニ

ア人達 は、「語彙表」 や 「字 音表」 な どを作 って シュメール語 の理解 に努 め た とい う。 こ う

した問題 に関 しては、杉勇 「懊形文字 の 「字音表」 と 「語彙」」『古代 オ リエ ン ト学論集 中

洋 の歴史 と文化』1991年)も 合 わせ て参照 された し。

それ らの実例 に関心 あれ ば、例 えば、P.E.VanDerMeer『SyllabariesA,BandBwith

MiscellaneousLexicographicalTextsfromtheHerbertWeldCollections(19380xford

UniversityPress)で も見 ていただこ う。 キ ッシュ出土 の諸 資料 であ る。

当時 の文法 テキス ト

初心者 なが ら、 シュメール語文法 を、 当時 の原書(粘 土版 文書)レ ベ ルで内容 を所 望 さ

れ る方 には、 解読 史 の初期 のArnoPoebel『GrammaticalTests」(1914Universityof

Pennsylvania)を 一 見すれば よい。だが極 めて難 しい。 本書 の序 文 を書 い たG.B.ゴ ー ド
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ンによれば、A.ペ ーベ ルは、1913～14年 にか けて、ペ ンシルバ ニア大学 に保管 されて い る

粘土版文書か ら専 ら文法 に関す る文書 を書写 す る作業 に従 事 し、 それを翻訳 しっっ作成 した

のが同書 という。戦争 が原 因で未完成 とな ったが、後 日、出版 された。以下、 その目次を掲

げてお く。 その後 半が続 いて刊行 された可能性 があ るが、未見で ある。

1.TheNoun-GovernedComplexinSumerian

MorphologicalChange

TheSequencoftheModifyingElements

II.ThePersonalPronouninSumerian

TranscriptionsandTranslations

TheFormsofthePersonalPronoun

AnalysisofthePersonalPronouns

III.TheSumerianVerb

TranscriptionsandTranslations

ParadigmsofSumerian

VerbalForms

AnalysisoftheSumerianVerbalSystem

数量表記体系の学i

本格的な懊形文字 が、 そ もそ も トー クン(粘 土製 の数量表記 物)に 記 された ピク トグラム

的な数字 や粘⊥版 に記 された物 品の簡単 な簿記 か ら生成 ・発展 ・確立 した という歴史的事情

か ら、 シュメール語 やア ッカ ド語文書 の数量表記体系 を学 習す る必要があ る。 いわ ゆる算数

の学習であ る。 初期の トー クンに関 しては、例 えば、 「EarlyTokensandTabletsinMesop

otamia:NewInformationfromTellAbadaandTel!Brak」 『WorldArchaeology17-3』

(1986)な ど を参照 の こと。

数量表記体系 に関 して は、HansJ.Nissen・PeterDamerow・RobertK.Englund『Ar-

chaicBookkeeping』(1993Chicago)が 基 本文献 とな る。 同書 は、 ウル クか ら出土 した前

3000年 以 来の各種の簿記文書の解読を通 して、各数字 と基本的 には60進 法 の数量表記体系 を

詳細かっ ビジュアルに説明。巻末 には、 コ ンピュー ターを用 いた懊形文字 の書取 りシステム

の実例 を紹介 して いる。分銅重量 に関 して は、岩田重雄 「古代 メ ソポ タ ミアにおける質量標

準 の変化」『オ リエ ン ト25-1』(1982年)で 解説 されて いる。
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簿記文書の学習

上記の文献を参考 に して、例えば、MarcelSigrist『01dBabylonianAccountTextsin

theHornArchaeologyMuseum』(1990AndrewsUniversity)の よ うな簡単 な簿 記文書 を

用 いて解読練 習す ることも可能 であ る。 同書 は、 ア ン ドリュース大学 のホー ン考古学博物館

が保管す る102個 の 古代バ ビロニア語 の簿記文書 を、M.シ グ リス トが翻字 と英訳をかか げた

もの。初心者 は、本格 的な文書 でな く、先 ず物 品を示 す単語 と数字 による簡単な文書の解読

練 習を積 み重 ねて、習字 ・文字帳 ・単語帳 を充実 させて い くことが望 ま しい。

懊形文字の算数

文化財学科 は文学部 に所属 して いる。 こ こに所属す る私 は、懊形文字 に も算数 に も決定 的

に弱 い。 だが、仮 に諸君が懊形文字 に も算数 に も挑戦 しよ うとする勇者 な らば、例 えば、 こ

こに紹介す る粘土版 とその報 告書 を学 習 すべ きで あ る。 す なわ ち、E.M.BruinsandM.

Rutten『TextesMathematiquesdeSuse」(1961LibrairieOrientalistePaulGeuthner)

で あ る。

懊形文字を使 って、足 し算 ・引 き算 ・かけ算 ・わ り算 ・面積計算な どがで きれば、何 と幸

せで はないか。 もちろん、友達 に も特異 な る技 を 自慢 で きよう。それ らを組み合わせた複雑

な計 算 も、 当時の彼 らは実施 していた。 ここに紹介 された文献を学習す ることによ って、 ま

すます懊形文字 と算数 に磨 きをかけていただ きたい ものだ。

ア ッカ ド語 の ハ ン ドブ ッ ク

ア ッカ ド語 のハ ン ドブックとして、例 えば、DouglasB.MillerandR.MarkShipp『An

AkkadianHandbook」(1996MillerandShipp)が あ る。 内容 は、基本的 な文法 に加 え て、

598以 上 の基本 的な文字 リス トとその読 み方一覧、650以 上 の基本単語集(地 名 や人名 などを

含 む)な どを掲載 し、初心者必携の文献 と して推薦で きる。 なを、本書 の文字 リス トにはい

わ ゆる新 ア ッシ リア(前1000～600年)の 文字 で、簡略化 が進行 してい る。 初 心者 は、 古 式

の複雑な文字 より、簡略化が進 んだ文字の方が覚えやす い。 シュメール語の文字 を借用 した

当初か らの、各時代の文字形 は、 先述 のRene.Labat『Manueld'EpigraphieAkkadienne』

(1995)を 参 照すれば よい。

ア ッカ ド語 の練習帳

ア ッ カ ド語 の 学 習 を 進 め る 上 で 指 針 と な る 、 初 心 者 用 の 練 習 帳 を 紹 介 す る 。 例 え ば 、

DavidMarcus『AManualofAkkadian』(1978UniversityPressofAmerica)で あ る 。
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同書 は、事前にアッカ ド語の概要 と基本的な文法などを紹介した上で、有名な 「ハムラビ法

典」・「イシュタルの冥界下 り」・「センナケ リブの年代記」から抜粋 した懊形文字テキストを、

19回に分けて詳細に解説 したものである。

この練習帳を利用する場合、先ず各 自、冒頭の懊形文字テキストを繰り返 して筆写練習す

れば効果的である。懊形文字文をテキストとした練習帳や教科書 は意外に少ない(翻 字テキ

ストが多い)。各単語個々に対 し、文法的にも詳細に解説が加えられており、 ノー トを取 り

ながら 「文字帳」や 「単語帳」を次第に充実 させていける。懊形文 ・翻字文 ・単語化文 ・翻

訳文の四種が掲げられていることも、学習には便利である。

アッシリア語の古典的な練習帳

一 冊 の興 味 あ る練 習帳 を推薦 して お く
。J.D.PrinceandE.A.W.Budge『Assyrian

PrimerandAssirianTexs』(1909・1880AreaPublishers)で あ る。 同書 は、 今 か ら100年

前 後前 の出版物 の復刻版 で、実 際に は二冊 の本 が合冊 されてい る。 この練習帳を使 って、百

年前 に立ち戻 って懊形文字 の学 習を楽 しんでいただ こう。

一冊 目の 『ア ッシ リア語入 門 一懊形 文字学 習の帰納 法的方法」 は
、題 目が明示するように、

懊 形文字 の読 み書 き練 習を 目的 とした もの。 初期の入門書 だ けに、 いか にも丁寧 に解説が さ

れて いる。前半 は、音価 の単純 な文字 に よる単語 を、後半 は音価 の特定がやや難 しい文字 に

よる単語 を学 習す るよ う工 夫 されてい る。 いずれ に して も、基 本的な単語の学習 には極めて

有効であ る。 なお、 ア ッシ リア語 はセ ム語 系統 の言語 であ り、 巻末の単語集 はヘ ブライ文字

に翻字 して表記 されてい る。

二冊 目は懊形 文字 文書集 で、掲載 された文書抜 粋の英文題 目は次の とお りであ る。 「Ara-

bianWarofAssur-bani-pall,AnnalsofSennacheribmissionofGyges,KingofLydia,

toAssur-bani-pal」 、 「Sennacherib'sExpeditiontothePersianGulf」 、 「Expeditionof

ShalmaneserII.againstHazael,KingoftheHittites,(FirstEgyptianWarofAssur-

bani-pal」 。 巻末 に各文書 の単語解説が ある。

ア ッカ ド語 の文法書

練習帳を用 いた初歩 的な学 習が進行 す ると、 基本的な文法を学 習 した いという諸君が現れ

るだ ろう。 なれば、 『AnAkkadianGrammar』(1990MarquettteUniversityPress)が 推

薦で きる(Riemschneider『LehrbuchdesAkkadischen』 の英 訳版)。 最初 に、 ア ッカ ド語

の基本的な文法が概 説 され、 それを踏 まえて、27レ ッ スンに分 けて解説 があ る。 すべて翻字

文で ある。情 熱あ る諸君 は挑戦 され るがよか ろう。

各 レッスン毎 に、学 習すべ き文法の主題 があ る。 それぞれ詳細 な解説 がな され、最後 に長
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文のテキス トと単語集が示される。例えば、「名詞の複数形」が主題 となる 「レッスン3」

では、「男性名詞の複数形」・「女性名詞の複数形」・・「動詞における複数形」・・「所有格接

頭Ya,my」 などど、実例 となる単語を例示 しなが ら、複数に関する様々な解説が進め

られる。だが、内容はあ くまで本格的な文法書であり、全 レッスンの学習を貫徹するには根

性が不可欠となる。決意すれば頁を開き、挫折をすれば閉 じ、再び気を取り直 して頁を開 く

という、気楽な戦法で結構である。

ウガリト語の文法書

話題 を変 えよ う。 ところで、『旧約聖書』 の好 きな諸君 もいるだろ う。 同 書 は古代 ヘ ブ ラ

イ語(一 部 はア ラム語)で 書 かれてい るが、最 も関係深 い懊 形文字言語 となれば、 ウガ リト

語 であ る。 シュメール語 の約2000字 を筆頭 に、各言語 とも諸君 が覚 え るべき文字数が多いが、

ウガ リッ ト語 は30字(32字)で あ る。多数 の文字 を覚 えた くない、覚 え られない、 あ るい は

覚 え る気 がないよ うな諸君 には、 この ウガ リッ ト語 を推薦 す る。

初心 者 に は、 文 法書 が一冊 、 す な わ ちStanislavSegret『ABasicGrammarofthe

UgariticLanguage』(1984UniversityofCaliforniaPress)が あれ ば、当分 は楽 しめ る。

内容 の大半 は、 ウガ リッ ト語 の基本文法 の きめ細 かな解説 だが、後半 は、青銅製斧 に刻 され

ていた単語2語 の解読練習 か ら始 ま り、次第 に長文 の解読練 習へ と進行 す るよ うにな ってい

る。巻末 には、諸 テキス トの単語集 が付 く。従 って、前半 の文法解説 および後半 の諸 テキス

トと単語集 を用 いて、各 自で ウガ リッ ト語 の独習 が可能 であ る。 なを、 ウガ リッ ト語 の学 習

には、 ヘ ブライ語 の学習 が有効 である ことを申 し添 えてお く。

マ リ文書

私事 で恐縮 だが、私 の末娘 の名前 は 「麻里」 とい う。先 日、奈良大学 の泉拓良教授 や西 山

要一教授 らと共 にルーブル美術館 に行 った妻 が、偶然 に も、『MARIAnnalesdeRecherches

Interdisciplinaires」(1997MinisteredesAffairesEtranges)と い う800ペ ー ジ余 の大 著 を

土産 に買 って きて くれたのには驚 いた。 そ こには、有名 なマ リ遺跡 出土 の粘土板 の最新 の解

読成果 が報告 されていた。 それだけの話 である。

おわ りに

突然だが、 ここで 「懊形文字学習講座」を終了する。襖形文字に強い関心をもっ特異なる

諸君が、本書で紹介 した文献や作業などを参考に、その学習を決心 ・開始 してくれれば幸い

である。

39



【謝辞】

懊形文字に全 くの門外漢の私は、学生1名 と共に、1997年12月19・20日 に京大会館で開か

れた、「シューメル研究会」に参加するという貴重な初体験をさせていただきま した。 っき

ましては、私達の厚かましいお願いを受け入れて下 さった小野山節先生 ・前川和也先生 ・前

田徹先生を初め、主催あるいは参加の諸先生方には、心から感謝の意を表 します。ありがと

うございました。また同会では、既に懊形文字の研究に遭進 されている2名 の溌刺たる若人

の姿も実見することができました。前途洋々の彼 ・彼女にも、同席させていただいた御礼 と

共に、将来における御研究の発展を心からお祈 りいたします。

40


